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中国古典文学作品に対する虚詞出現率によるクラスタリング
を用いた特徴分析支援システムの開発
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概要：中国古典文学作品に対する虚詞出現率によるクラスタリングを用いた特徴分析支援システムについ
て報告する．虚詞の出現場所に注目し，専門家が指定した虚詞出現率，距離，クラスタリング手法で特徴

分析を支援するシステムを開発した．唐宋八大家散文の分析を行った実験結果についても報告する．
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Sayaka Yuno1 Tetsuhiro Miyahara2,a) Kouhei Kurokawa1 Tetsuro Hayashi1

Yusuke Suzuki2,b) Tomoyuki Uchida2,c) Tetsuji Kuboyama3 Satoshi Matsumoto4

Hidetoshi Higashi5

Abstract: We report a feature analysis support system using clustering based on the frequency of function
words for Chinese classical literary works. Focusing on the place where function words appear, we have
developed a feature analysis support system that uses the frequency of function words, distance measures,
and clustering methods specified by experts. We also report experimental results analyzing prose works of
the Eight Great Prose Masters of the Tang and Song.
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1. はじめに

文章から著者の文体の計量的な特徴を抽出し，その分析

によって問題の解決を試みる研究が行われている [1], [2]．

文章の計量的な分析を行う場合には，どのような特徴情報

を用い，どのような方法で処理を行うかが重要である．日

本語の助字・助動詞・接続詞等の単独で意味を有さない字

を総称して，漢文では虚詞または助字という．本研究では

中国古典文学作品を対象として，虚詞の出現場所に注目し，

専門家が指定した虚詞出現率，距離，クラスタリング手法

で特徴分析を支援するシステムを開発した．唐宋八大家と

は，中国の唐代の韓愈，柳宗元，宋代の欧陽脩，蘇洵，曾
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鞏，王安石，蘇軾，蘇轍の 8人の作家を指す．句頭または

句末に出現する虚詞に注目して，唐宋八大家の記と序の作

品を分析する実験を行い，特徴分析支援システムの有用性

を確認した．

2. 中国古典文学作品に対する虚詞出現率によ
るクラスタリングを用いた特徴分析支援シ
ステム

2.1 特徴分析支援システム

中国古典文学作品に対する虚詞出現率によるクラスタリ

ング [3]を用いた特徴分析支援システムをデータ解析ソフ

トウエア Rで開発した．本特徴分析支援システムの機能

は以下の通りである．分析の対象とする 1つの作品データ

が 1つのテキストファイルで管理されているとする．分析

の対象とする作品名（ファイル名）の一覧をテキストファ

イルで指定する．出現率を調べる対象とする虚詞の一覧を

テキストファイルで指定する．それぞれの虚詞が句頭また

は句末にあるときだけ出現を数えるのか，または全ての出

現を数えるのかを指定することができる．以下で説明する

2つの虚詞出現率（全文字数出現率，全虚詞数出現率）の

どちらを使うのかを指定する．作品間の距離として，5つ

の距離（標準化ユークリッド距離，キャンベラ距離，マン

ハッタン距離，最大距離，バイナリ距離)のどれを使うの

かを指定する．最終クラスター数を指定する．階層的クラ

スタリング手法として，6つの手法（最長距離法，最短距

離法，ウォード法，群間平均法，重心法，メディアン法）

で分析が行われる．特徴分析支援システムによるクラスタ

リングの実行例を図 1に示し，出力される樹形図の例を図

2に示す．

2.2 中国古典文学作品を対象とする分析

中国古典の散文の特色は虚詞の用いられ方にあるという

劉徳清『欧陽脩論稿』の見解がある [4]．虚詞の考察は中国

古典散文作品を分析する上で，有意義な視点になる．本特

徴分析支援システムでは，句頭または句末に出現する虚詞

に注目し，特徴分析を行うことができる．対象とした中国

古典散文のテキストデータでは，“，”,“、”,“．”,“。”,

“！”, “？”, “：”, “；”の記号で句が終わるため，句

頭とは文の最初とこれらの記号の直後，句末とはこれらの

記号の直前のことである．

2.3 虚詞出現率によるクラスタリング

クラスタリングとは，作品 (個体)の集合をいくつかのク

ラスター (部分集合)に分割し，それぞれのクラスターの中

で作品間の距離が小さくなるようにすることである．作品

の特性を示す変数の数を p，作品 iの k 番目の変数の値を

xik，作品 iと作品 j 間の距離を dij で表す．次節で説明す

る実験結果で使用された，作品 iと作品 j間のマンハッタン

図 1 特徴分析支援システムによるクラスタリングの実行例
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図 2 特徴分析支援システムによる樹形図の出力例

距離（市街地距離ともいう）dij は dij =
∑p

k=1 |xik − xjk|
と定義される [1]．本特徴分析支援システムでは作品の特

性を示す変数として，以下のように定義される作品 iに出

現する k番目の虚詞の出現率 xik を使う．すなわち，作品

iに出現する，虚詞一覧で k 番目に指定した虚詞の出現率

として，以下の 2つの出現率（全文字数出現率，全虚詞数

出現率）を用いて作品間の距離を求める．作品の特性を示

す変数の数 pは，指定した虚詞の数のことである．

全文字数出現率 xik =
作品 iでの k番目の虚詞の出現回数

作品 iの全文字数

全虚詞数出現率 xik =
作品 iでの k番目の虚詞の出現回数
作品 iでの全虚詞の出現回数の合計

3. 実験

虚詞出現率によるクラスタリングを用いた特徴分析支援

システムを用いて，中国古典文学作品のうち唐宋八大家が

作成した，記と序の作品データの分析を行った実験結果 [5]

について説明する．

この実験の設定は以下の通りである．唐宋八大家が作成

した散文のうち，今回は記と序を分析の対象とする．すな

わち，記 244作品 (韓愈 9作品，柳宗元 38作品，歐陽脩

43作品，蘇洵 5作品，蘇軾 58作品，蘇轍 25作品，曾鞏

39作品，王安石 27作品)と，序 247作品 (韓愈 40作品，

柳宗元 58作品，歐陽脩 57作品，蘇洵 4作品，蘇軾 26作

品，蘇轍 7作品，曾鞏 42作品，王安石 13作品)の計 491作

品を分析の対象とする．入力作品データのファイル名は，

作家，記か序か，通し番号を表す．例えば，ファイル“王

安石-記-16.txt”は，王安石の記の 16番の作品データであ

ることを表す．本実験で使用する虚詞は，句頭に出現する

「“夫”, “凡”, “且”, “蓋”, “又”, “亦”, “故”,

“因”, “然”, “而”, “則”, “便”, “乃”, “輒”」と

句末に出現する「“矣”, “焉”, “也”, “哉”, “乎”,

“歟”,“邪”,“爾”,“耳”,“已”」の 24字の虚詞である．

ただし，それぞれの字が句頭または句末に出現とするとき

だけ数える．これらの虚詞 24字を用いて 2種類の出現率

（全文字数出現率，全虚詞数出現率）を用いて距離を求め，

クラスタリングを行う．用いる距離は，標準化ユークリッ

ド距離，キャンベラ距離，マンハッタン距離，最大距離，

バイナリ距離 (5通り)である．用いるクラスタリング手法

は，階層的手法である最長距離法，最短距離法，ウォード

法，群間平均法，重心法，メディアン法 (6通り)である．

最終クラスター数は，2, 3, 4 (3通り)で行った．

表 1 クラスタリング結果の例
クラスター 1 クラスター 2

韓愈 11 (22%) 38 (78%)

柳宗元 32 (33%) 64 (67%)

歐陽脩 69 (69%) 31 (31%)

蘇洵 7 (78%) 2 (22%)

曽鞏 50 (62%) 31 (38%)

王安石 26 (65%) 14 (35%)

蘇軾 55 (65%) 29 (35%)

蘇轍 23 (72%) 9 (28%)

表 2 唐と宋の作家の作品数と割合
クラスター 1 クラスター 2

唐の作家 43 (30%) 102 (70%)

宋の作家 230 (66%) 116 (34%)

例として，全虚詞数出現率，マンハッタン距離，ウォー

ド法を用いて行った最終クラスター数 2の設定でのクラス

タリング結果を示す．この設定での特徴分析支援システム

によるクラスタリングの実行の様子を図 1に示し，出力さ

れる樹形図を図 2に示す． この設定でのクラスタリング

結果を表 1に示す．この結果を唐と宋の作家の作品で分類
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した結果を表 2に示す．各行が各クラスターに含まれる作

家の作品数と作家の全作品における割合を表している．表

1では，例えば韓愈について 11作品（割合は 22%）がクラ

スター 1に，38作品 (割合は 78%)がクラスター 2に属す

ることを示している．表 2では，例えば唐の作家について

43作品（割合は 30%）がクラスター 1に，102作品 (割合

は 70%)がクラスター 2に属することを示している．

4. おわりに

本稿では，中国古典文学作品に対する虚詞出現率による

クラスタリングを用いた特徴分析支援システムについて報

告した．虚詞の出現場所に注目し，専門家が指定した虚詞

出現率，距離，クラスタリング手法で特徴分析を支援する

システムを開発した．中国古典文学作品の中で，今回唐宋

八大家の作成した記と序の作品データの分析を行った実験

により本特徴分析支援システムの有用性が確認できた．今

後の課題として，分析手法の追加などが挙げられる．
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